




 

＜H30 産以降の対策＞ 

１ 土づくり、ほ場準備 

 麦作ほ場は可能な限り団地化、連担化し、稲収穫後、できるだけ早期にほ場内の明渠、弾丸暗渠の

設置、浅耕を行いましょう。 

○排水対策・・・・・排水溝の適切な設置、弾丸暗渠の設置等 

○地力向上・・・・・堆肥や土壌改良資材の施用（小麦の生育好適ｐＨ６．０～６．５） 

 

２ 追肥 

 小麦の収量確保には、穂数の確保と粒の充実が必要で、分げつ期に十分な栄養を与えることが重要

です。肥切れは収量低下の要因となる一方で、過剰になると倒伏等の原因となります。つなぎ肥を含め、

追肥は生育状況を注視して行いましょう。 

○あやひかり・さとのそらは、タンパク含有量が高くなりすぎることを避けるため、出穂期以降の追肥は禁

止 

○ニシノカオリは、タンパク含有量を確保するため開花期に追肥（Ｎ ３～４kg 程度） 

 

３ 麦踏み 

○３葉期～茎立ち期までのほ場がよく乾いているときに実施しましょう。２～３回実施すると効果的です。 

 

４ 防除 

○雑草防除：イタリアンライグラス（ネズミムギ）やカラスムギ等の雑草の発生が問題となっています。 

多発ほ場では、適切な除草剤の使用と耕種的な防除を組み合わせて行いましょう。 

○赤かび病：開花期からの高温・多湿条件下で発生しやすくなります。 

開花期の適期防除に努めましょう。 

 

５ 収穫 

 収穫作業を開始する目安は、穀粒水分が２８％以下となってからです。しかし、成熟期後、雨にあたる

と穂発芽が発生したり、外観も悪化して大きく品質を低下させます。小麦の水分低下は、乾燥した好天

時には５％以上急激に低下することがあります。一方、曇天日にはほとんど減少しません。 

○収穫の準備は早めに行い、天気予報や生育状況を注視して、適期収穫に努めましょう。 


